
立教大学大学院コミュニティ福祉学研究科博士課程前
期課程修了。修士（スポーツウエルネス学）。専門はスポー
ツ社会学、メディア・スポーツ論。広告代理店勤務、日本
財団パラリンピックサポートセンター（現パラスポーツサ

ポートセンター）非常勤研究員、聖路加国際大学看護学部非常勤講師などを
経て、2020年4月より現職。現在、障がい者スポーツ関連カリキュラムの担当と
して、地域で活動する団体と連携した指導者養成の拡充に取り組んでいる。
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中山  健二郎
［沖縄大学人文学部福祉文化学科　講師］

［沖縄県障がい者スポーツ協会 理事、
（一社）琉球スポーツサポート 代表］
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手登根 氏　屋良 氏　中山 氏「フロア討論」

沖縄国際大学出身。大学卒業後13年間、教員として主
に特別支援教育に携わる。特支教育の現場で感じたス
ポーツ課題を解決するため、2013年に（一社）琉球ス

ポーツサポートを設立。現在、同法人にて障がい者の総合型地域スポーツク
ラブ運営や運動療育指導などを行っている。沖縄県障がい者スポーツ協会理
事、浦添市教育委員会教育委員を併任。

　2021年、「多様性と調和」をコンセプトの一つに掲げた東京オリンピック・パラリンピックが開催されました。

大会の遺産（レガシー）として、国際的な競技力の向上のみならず、

より多くの人 が々自分の体や心の状態に合わせてスポーツに親しめる社会の構築が期待されています。

とりわけ、障がいの有無に関わらずスポーツ活動を楽しめる環境を整備することは、

スポーツ庁が策定した「スポーツ基本計画」でも示されている重要な課題です。

　スポーツの振興については、地域の独自性・固有性を踏まえながら進めていくことが大切です。

そこで、本講座ではまず、沖縄県の障がい者におけるスポーツ実施状況についての調査結果を報告し、

現状と課題について検討します。また、沖縄県障がい者スポーツ協会理事、および県内で活動する選手をお招きし、

現場の取り組み事例や視点を示していただきながら、沖縄における障がい者スポーツ振興の未来について考えていきます。
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中山  健二郎開会挨拶・趣旨説明14:00～14:10

中山  健二郎閉会挨拶16:35～16:40

（休憩10分程度）

15:50～16:20

「質疑応答」
16:20～16:35

中山  健二郎

「沖縄県の障がい者スポーツ振興に
  関する現状と課題
  ―スポーツ実施状況調査の分析から―」

14:10～14:40

手登根  雄次

「沖縄県障がい者スポーツ協会および
  関連団体の取り組み」

14:40～15:10

屋良  景斗
「選手・チームの活動現場からみた
 沖縄の障がい者スポーツ」

15:10~15:40

屋良  景斗

筑波技術大学にてあはき免許（あんま・鍼・灸）取得後、
筑波大学理療科教員養成施設を卒業し、理療科教員と
して沖縄盲学校で勤務。視覚に障がいのある方を対象

にあはきの指導をしている。2017年に、ブラインドサッカーの社会人チームで
ある琉球Agachiを設立。障がいのある人も無い人も共に過ごせる余暇活動の
場を目指して活動している。

［沖縄盲学校高等部専攻科 教員、
　ブラインドサッカーチーム琉球 agachi 代表］

や　 ら　　 けい　と

オンラインの講義であり「Zoomウェビナー」を使って行います。Wi-Fiなどネット接続ができ
る環境で、PC・スマホ・タブレットなどから視聴できます。お申し込みされた方には、講義開始前
日までに、接続先の情報（ログインURL）をメールにてご案内します。
■申込先　【MAIL】chiken-staff@okinawa-u.ac.jp
　　　　　　　　 （件名は「３月26日土曜教養講座申込」本文で氏名・電話番号の記載をお願いします）
■問い合せ先　沖縄大学地域研究所　沖縄県那覇市国場405番地　【TEL】098-832-5599

今後の公開講座等の情報
をご希望の方へLINEで
配信を行っております。
左のQRコードよりご登
録ください！

第
582回

沖
縄
大
学
土
曜
教
養
講
座



2．沖縄大学地域研究所から
　  招待メールの送信

講義開始前日までに、沖縄大学地域研究所より Zoom ウェビナーの招待メールを
送信します。講座当日の開始時間に合わせて招待メールにある URL をクリックし
てください。Zoom がダウンロードされてない方はダウンロードが始まりますの
でダウンロード後に講座を受講してください。

受講に関しての注意点
● 著作権等の関係上、講演会の録画・録音・撮影、画面のキャプチャ、資料の転送・転載等はご

遠慮ください。

● 当日の進行は、記録のために録画させていただきますので、ご了承ください。

● 当日は安定したネット環境をご準備ください。Zoom については事前にインストール等をし、
動作の確認を行って頂く事をお奨めします。操作に関する個別のご相談には対応できませんの
でご了承ください。

● 講座の進行を著しく妨げる行為であると判断した場合、退室して頂く事もあります。あらかじ
めご了承ください。

1．受講希望者さまからの
　  メールでの申し込み

メールの宛先（chiken-staff ＠ okinawa-u.ac.jp）に件名「３月
26 日土曜教養講座申込」として本文に「氏名」「電話番号」を記入
して送信ください。沖縄大学地域研究所より、申込受付の旨返信
を致します。ただし先着順で受け付けますので、定数に達したら
申込を締め切らさせて頂きます。ご了承ください。

差出人  ▲
  受講希望者アドレス

宛　先  ▲
  chiken-staff@okinawa-u.ac.jp

件　名  ▲   ３月26 日土曜教養講座申込
本　文  ▲

  受講希望者氏名、受講希望者電話番号

オンライン講座

土曜教養講座 土曜教養講座 参加参加のの流れ流れ

2021 年度 沖縄大学公開講座

  

■問い合せ先 　沖縄大学地域研究所　沖縄県那覇市国場 405 番地　【TEL】098-832-5599

■申　込　先　【MAIL】chiken-staff@okinawa-u.ac.jjp（件名は「３月 26 日土曜教養講座申込」本文で氏名・電話番号の記載をお願いします）


